
調査事例からみたハウス土域の損類集積対策

( 田 前  環 境 部 , 野 棄 花 き 部 )

1 . 官 景 と ね ら い

近 年 、 品 質 向 上 や 多 収 を ね ら い と し た ハ ウ ス 栽 培 が 増 加 し て き て い る が 、 お 切 を 土 壌 管

理 を 行 わ な い 場 合 に は 、 数 年 を ま た ず して 題 類 の 集 積 を 招 い て い る 例 が 多 い 。 最 近 、 連 作

年 数 の 長 い ハ ウ ス の 上 壌 田 空 を 行 つ た 結 果 、 塩 類 集 積 対 策 に 関 し て 知 見 が 得 ら れ た の で お

導 上 の 参 考 に 供 す る 。

2 . 技 術 内 容

1 ) 耕 水 の 不 良 を ハ ウ ス で は 塩 類 の 集 積 が 進 み や す い の で 、 深 耕 と併 せ て 排 水 管 を 埋 被 す

る な ど の 排 水 対 策 を 実 施 す る ( 図 1 、 表 1 ) 。

2 ) な 類 は 主 と し て 表 層 の 数 セ ン チ に 集 積 す る 傾 向 が あ る の で 、 土 壌 を 乾 燥 さ せ た 後 、 表

層 を お く 削 り取 る こ と に よ つ て お 急 的 に 除 垣 で き る ( 表 1 、 2 ) 。

3 ) と 類 が 下 層 ま で 集 積 し た 場 合 に は 、 排 木 対 策 を 実 施 し た 後 に 湛 水 を 行 つ て 除 塩 す る

( 図 2 ) 。 こ れ を 2 ～ 3 回 線 り返 す 。

3 , 指 導 上 の 官 な 事 項

1 ) と 類 の 集 積 は 、 主 に 無 機 ほ 室 秦 の 残 存 に よ る ( 表 3 、 図 3 ) 。

2 ) な 類 集 積 の 上 限 は 、 E C で2 ●3 / C 日程 度 で あ る 。

3 ) な 類 の 薄 層 除 去 ( 強 行 内 容 の 2 ) は 畝 に 対 して 重 点 的 に 実 施 す る 。

4 ) 活 水 除 な は 、 排 水 日 か ら水 が 済 出 す る よ う に 、 十 分 工 の 本 で 行 う 。

5 ) な 類 集 積 対 策 の 基 本 は 適 正 を 肥 培 管 理 で あ り 、 作 物 の 必 要 工 以 上 の 過 剰 な 施 肥 や 桂 E

用 の 多 投 は 行 わ な い .
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5 . 賞 取 威 韻

ハウスA ハウスB ハウスC

晴楽投置場所 ノ

土佐 :C 土佐 :S

排水良好

図 1 輝 査ハウスの採取地点および土性

土佐 :C
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表 1 ハ ウスA,B,Cの 土壊EC(ns/cm)の層位別分布 表2 ハ ウスD,E,F,Cの 土壊ECtts′cm)の層位別分布

層1〕

位

A

12) 2

Ｂ

一
‐ ２

層')

位 1 2 )

1        1.25   1.18     0.64   2.59     1.72   1.50

正    0 , 2 8  1 . 1 8   0 . 7 2  2 . 3 5   0 9 8 6  1 , 2 6

1       3.31     2.57     2,73   4.21     3.67   2.54

工       1.70     1.50     2.59   2.90     2,13   2.85

II1       0.59   0.92     0,49   2.18     0。80   0.58

W       O.50   0.92     0,13   1.77     0.50   0。18

0.53   0.68     0.22   1.01     0。 13   0,80

VE       O.87   0.61     0。39   0。S9     0。17   0.24

1.50     0.99     0.93   1.71     1.56   2,18

1.47     0.88     0。 73   1.27     1.87   1.52

注.1)I:0-2c冊  ,II:2-5cm,llI:5-10cn,W i10-20cm,

V:20-30cm,M:30m以 上

2)EH査地点

2      3

採取地点

図2 ハ ウスHの 准水による塩類降
塩

5.5

注.1)、2)は表 1に同じ

表3 ハ ウスごとのECと無犠盤空素との関係

,ウヽスNo.  n 相関係数  有 意性」) a2)

1     12        0.803      X承      0。370    0.080

2     11        0。647      沐       0。781    0.057

3     12        0,713      承承      0.189    0.077

4     12        0.317      承求     ‐0,837    0,163

5      6        0,975      凛承     ‐0。218    0.080

8     10        0。986      *承      0.451    0.043

7     11        0.912      凛承      1.350    0.017

8     12        0.770      承X      O.lS5    0.109

全体  86 0.819 0.G74    0.037

注。1)承:5%,料 :lχ水準で有意である。

2)y=a十 林済の回帰係数
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図3 ECと 無犠懲豊素の関係くni88)
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